


新
年
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

す
が
す
が
し
い
新
春
を
迎
え
ら

れ
た
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

昨
年
４
月
、
市
長
職
と
し
て

二
期
目
の
ス
タ
ー
ト
を
切
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
私
は
、
市

政
運
営
に
あ
た
り
、
常
に
「
市

民
が
ま
ん
な
か
」
を
政
治
理
念

に
、
市
民
参
加
の
開
か
れ
た
市

政
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
前
年
度
に
続
い

て
「
出
前
ト
ー
ク
」
を
実
施
す

る
な
ど
、
様
々
な
場
で
市
民
の

皆
様
と
の
意
見
交
換
に
努
め
、

率
直
な
ご
要
望
な
ど
を
聞
か
せ

て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
市
民
と

と
も
に
進
め
る
行
政
の
実
現
を

め
ざ
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。景

気
低
迷
が
長
引
く
厳
し
い

財
政
状
況
下
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
、
健
全
財
政
を
維
持
し
な
が

ら
、「
輝
き
　
ふ
れ
あ
い
　
安
ら

ぎ
の
都
市

ま

ち

か
す
が
」
の
実
現

に
向
け
、
市
民
が
「
住
ん
で
い

て
良
か
っ
た
」「
住
み
つ
づ
け
た

い
」
と
感
じ
る
ま
ち
づ
く
り
に

鋭
意
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
新
た
な
時
代
に

対
応
し
た
春
日
市
づ
く
り
を
め

ざ
し
、
市
民
の
皆
様
と
と
も
に
、

心
を
新
た
に
し
て
、
職
責
を
果

た
し
て
い
く
所
存
で
す
。

本
年
も
、
市
民
の
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。春

日
市
長
　
井
上
澄
和

出出出出前前前前トトトトーーーークククク「「「「市市市市長長長長とととと語語語語るるるる」」」」
33333333地地地地区区区区終終終終了了了了ししししままままししししたたたた

市民と行政がお互いの立場を理解し、より身
近にまちづくりを進めていく「協働」を目指し
て、平成13年度から行っている出前トーク
「市長と語る」。本年度も、7月から10月にかけ
て市内全33地区で、そして11月30日には全体
トークを開催し、計1,036人もの市民の皆さん
と意見交換することができました。皆さんのご
参加とご協力、ありがとうございました。
皆さんの日常生活の問題やまちづくりに対す
る思いなど、さまざまな質問や意見、要望など
を聞くことができました。これらの意見、要望

は、すでに対応したものもありますが、今後検
討を要するものもあります。財政状況などを考
慮しながら対応していきたいと思います。
また、参加者の皆さんからのアンケートは、

現在集計しておりますので、その結果と出前ト
ークの実施概要を、今後、市報などでお知らせ
します。
なお、地区公民館に、出前トークでの意見交
換内容を要約した報告書をお渡ししています。
ぜひご覧ください。
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新
年
あ
い
さ
つ

新年のごあいさつ
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み
ん
な
の
社
会

〜
積
極
的
に
投
票
に
行
こ
う
〜

無
関
心
で
は
、
社
会
は
良
く
な
り
ま

せ
ん
。

未
来
を
担
う
み
な
さ
ん
が
、
積
極
的

に
投
票
す
る
こ
と
が
、
新
し
い
社
会
へ

の
第
一
歩
な
の
で
す
。

あ
な
た
の
大
切
な
一
票

〜
引
っ
越
し
の
際
は
届
出
を
〜

満
20
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
と
、
住

民
票
に
基
づ
い
て
、
あ
な
た
の
名
前
が

「
選
挙
人
名
簿
」
に
登
録
さ
れ
ま
す
。

そ
し
て
、
選
挙
が
行
わ
れ
る
時
に
、
あ

な
た
の
手
元
に「
投
票
所
入
場
整
理
券
」

が
送
ら
れ
て
き
ま
す
。

大
切
な
選
挙
権
を
無
駄
に
し
な
い
た

め
に
も
、
引
っ
越
し
を
し
た
と
き
は
、

必
ず
住
民
票
の
異
動
届
を
出
し
ま
し
ょ

う
。

※
　
市
外
に
引
っ
越
し
を
す
る
と
、
住

民
票
の
異
動
届
を
出
し
て
か
ら
３

カ
月
間
は
、
引
っ
越
す
前
の
住
所

地
で
投
票
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

明
る
い
選
挙
を
実
現
す
る
た
め
に

〜
寄
附
禁
止
の
ル
ー
ル
を
守
ろ
う
〜

▽「
贈
ら
な
い
」

政
治
家
や
候
補
者
な
ど
が
、
お

歳
暮
や
寄
付
な
ど
、
金
品
を
贈
る

こ
と
は
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

▽「
求
め
な
い
」

政
治
家
や
候
補
者
な
ど
に
、
お

祭
り
の
寄
付
な
ど
、
金
品
を
求
め

る
こ
と
は
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

▽「
受
け
取
ら
な
い
」

政
治
家
や
候
補
者
な
ど
か
ら
、

祝
儀
や
せ
ん
べ
つ
な
ど
、
金
品
を

受
け
取
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

20
歳
に
な
る
と
同
時
に
始
ま
る
の

が
、
国
民
年
金
で
す
。
国
民
年
金
は
、

誰
も
が
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
40
年
間

加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

年
金
は
、
老
後
の
生
活
を
支
え
る
だ

け
で
な
く
、
病
気
や
事
故
な
ど
で
障
害

を
持
っ
た
場
合
や
、
も
し
も
の
と
き
に

残
さ
れ
た
家
族
を
支
え
る
も
の
で
も
あ

り
ま
す
。
き
ち
ん
と
加
入
し
、
忘
れ
ず

に
納
付
し
ま
し
ょ
う
。

国
民
年
金
保
険
料
の
額(

平
成
15
年
度)

月
額
　
1
万
3

3
0
0
円

学
生
の
納
付
特
例
制
度

国
民
年
金
は
、
学
生
で
も
必
ず
加
入

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、

学
生
本
人
の
所
得
が
一
定
以
下
の
場
合

は
、
申
請
す
れ
ば
保
険
料
の
支
払
い
を

先
延
ば
し
て
、
10
年
以
内
に
さ
か
の
ぼ

っ
て
支
払
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

住
民
登
録
を
し
て
い
る
市
町
村
窓
口

で
、
学
生
証
な
ど
を
持
参
し
て
手
続
き

し
て
く
だ
さ
い
。

ご
利
用
く
だ
さ
い

年
金
教
育
資
金
貸
付
制
度

国
の
年
金
積
立
金
の
一
部
を
活
用
し

て
、
教
育
資
金
な
ど
を
融
資
す
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。

資
格

国
民
年
金
の
被
保
険
者
で
納
付

済
み
期
間
が
10
年
以
上
あ
る

人

対
象
と
な
る
資
金

高
校
や
大
学
な
ど

の
受
験
料
や
入
学
金
、
授
業

料
、
下
宿
代
、
在
学
中
の
国

民
年
金
保
険
料
な
ど

貸
付
金
額

学
生
一
人
に
つ
き
50
万
円

ま
で

返
済
期
間

10
年
以
内

問
い
合
わ
せ
先

県
年
金
住
宅
福
祉
協

会

1(

291)

0
3
3
1

5(

272)

3
2
2
9

20
歳
を
迎
え
る
あ
な
た
へ

社
会
を
決
め
る
価
値
あ
る
一
票

投
票
で「
は
た
ち
の
主
張
」を

世
代
と
世
代
の
助
け
合
い

20
歳
が
ス
タ
ー
ト「
国
民
年
金
」

20歳の門出を祝う成人式です。
今回も｢参加者全員が一体となった成人式｣
を合言葉に、実行委員が準備を進めています。
新成人自身が出演する舞台｢成人式○生劇場｣
や恩師・友人との再会を楽しみませんか。
対象 昭和58年4月2日～同59年4月1日に生

まれた人
※　対象者には、案内状を送ります。
なお、住民登録をしていない新成人も出
席できます。

日時 1月12日(月) 午前10時～
（開場　午前9時30分～）

会場 ふれあい文化センタースプリングホー
ル（大谷6―24）

問い合わせ先 社会教育課
(575)4121 (593)7380FAX

恩師や友人に会いにきませんか

春日市成人式

成人の日とは… 大人になったことを自覚し、自ら生き抜こ
うとする青年を祝い励ます日

選挙に関するお問い合わせは…

選挙管理委員会　 (584)1111 (584)1141

年金に関するお問い合わせは…

南福岡社会保険事務所　 (552)6111

FAX

20
歳
を
迎
え
た
み
な
さ
ん
、
成
人
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

大
人
へ
の
第
一
歩
を
、
希
望
に
満
ち
て
踏
み
出
さ
れ
た
こ
と
と
思

い
ま
す
。

20
歳
と
い
う
こ
の
節
目
を
迎
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
社
会
的
に

も
法
律
的
に
も
責
任
と
義
務
を
負
う
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。



ハ
ン
セ
ン
病
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ハ
ン
セ
ン
病
と
は
・
・
・

ハ
ン
セ
ン
病
は
、
ら
い
菌
に
よ
る
慢
性
の
感

染
症
で
す
。
ら
い
菌
は
、
結
核
菌
に
似
た
細
菌

で
す
が
、
結
核
菌
よ
り
も
は
る
か
に
感
染
力
が

弱
く
、
飲
食
や
入
浴
な
ど
の
日
常
生
活
を
通
じ

て
感
染
す
る
も
の
で
は
な
く
、
旅
館
業
法
第
5

条
1
号
お
よ
び
公
衆
浴
場
法
第
4
条
に
い
う

「
伝
染
病
の
疾
病
」
に
も
該
当
し
ま
せ
ん
。

ハ
ン
セ
ン
病
の
か
つ
て
の
病
名
は
「
ら
い
」。

長
い
間
、
人
々
は
こ
の
病
気
に
対
し
て
偏
見
と

差
別
を
持
ち
続
け
て
き
ま
し
た
。
正
し
い
認
識

を
持
っ
て
欲
し
い
と
い
う
願
い
か
ら
、
ら
い
菌

の
発
見
者
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
医
学
者
ハ
ン
セ
ン
博

士
の
名
前
を
と
っ
て
ハ
ン
セ
ン
病
と
改
め
ら
れ

ま
し
た
。

ハ
ン
セ
ン
病
は
感
染
力
が
非
常
に
弱
く
、
感

染
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
感
染

し
た
と
し
て
も
、
発
病
す
る
こ
と
は
ご
く
ま
れ

で
す
。

も
し
発
病
し
た
と
し
て
も
、
有
効
な
治
療
薬

を
使
う
こ
と
で
完
治
し
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
病
気
は
遺
伝
病
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。正

し
い
知
識
を
・
・
・

現
在
、
全
国
で
約
4

4
0
0
人
が
、
15
カ

所
の
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
で
生
活
を
送
っ
て
い

ま
す
。
後
遺
症
や
高
齢(

平
均
年
齢
74
歳)

の
た

め
、
社
会
復
帰
し
て
い
る
人
は
少
数
で
す
。

今
後
も
入
所
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う

に
、
ま
た
、
二
度
と
こ
の
よ
う
な
人
権
侵
害
が

起
こ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
ハ
ン
セ
ン
病
を

正
し
く
理
解
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
、
偏
見
や
差
別
の
解
消
に
向
け
た
取

り
組
み
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ハ
ン
セ
ン
病
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
先

筑
紫
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
感
染
症
係

(
513)

5
5
8
4

(

592)

8
4
4
4

（
人
権
女
性
政
策
課
・
健
康
課
）

FAX

〜
間
違
っ
た
知
識
や
誤
解
は
あ
り
ま
せ
ん
か
〜

ハ
ン
セ
ン
病

ハ
ン
セ
ン
病

平成15年11月18日、ハンセン病療養所の入所者が
ホテルの宿泊を拒否されるという、極めて残念な事件
が発生しました。
これは、ハンセン病に対する誤った認識が招いた、
重大な人権侵害といわざるを得ません。
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〇第1土曜日

対象 高校生以下の人
期日 1月10日(土)、2月7日(土)、3月6日(土)（1

月のみ第2土曜日）
時間 午前9時～午後9時30分（1人2時間以内）

〇家庭の日
対象 家族か中学生以下の人
期日 1月18日(日)、2月15日(日)、3月21日(日)
時間 午前9時～午後9時30分（1人2時間以内）

○温水プールワンポイントレッスン
温水プールでは、個人のレベルに合わせたワン
ポイント指導を行っています。
水泳の上達法や水中ウォークの方法など、日ご
ろ疑問に思っていることを気軽にお尋ねください。
指導員がプールサイドでお待ちしています。
日時 毎週火曜日～金曜日

午後1時30分～3時30分
※　第3火曜日を除きます。
なお、日程が変更になる場合もあります。

場所 市民スポーツセンター温水プール（大谷6―28）
※ 「3歳未満は利用できない」「小学2年生以下は保
護者同伴の入水が必要」「全員水泳帽子を着用する」
などのきまりがあります。詳しくは、お問い合わ
せください。

問い合わせ先 スポーツ課
(915)3500 (585)1634FAX

温水プール（平成15年度）

「第1土曜日」「家庭の日」は無料

市からのお知らせ�

募
集
し
ま
す

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス「
や
よ
い
」P
R
作
文

現
在
快
走
中
の
「
春
日
市
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
『
や
よ
い
』」
が
、
お
か
げ
さ

ま
で
、
3
月
1
日
に
1
歳
の
誕
生
日
を

迎
え
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
機
会
に
さ
ら
に
多
く

の
市
民
に
親
し
ん
で
利
用
し
て
い
た
だ

く
た
め
、「
や
よ
い
」
の
P
R
作
文
を
募

集
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
作
文
で
、「
や
よ
い
」
の
便

利
さ
や
快
適
さ
を
P
R
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象

市
内
に
居
住
す
る
人

応
募
区
分

▽
小
学
校
低
学
年(

1
・
2
年
生)

の
部

▽
小
学
校
中
学
年(

3
・
4
年
生)

の
部

▽
小
学
校
高
学
年(

5
・
6
年
生)

の
部

▽
中
学
生
の
部

▽
高
齢
者(

65
歳
以
上)

の
部

▽
一
般
の
部

規
格

4
0
0
字
詰
め
原
稿
用
紙
3
枚

（
1

2
0
0
字
）
以
内
で
、
内

容
に
ふ
さ
わ
し
い
題
名
を
付
け

る

賞(

賞
品)

・
受
賞
人
数

▽
最
優
秀
作
（
無
料
乗
車
券
20
回
分
と

図
書
券
2

0
0
0
円
分
）・
各
部
1
人

▽
優
秀
作
（
無
料
乗
車
券
10
回
分
と
図

書
券
1

0
0
0
円
分
）・
各
部
3
人

応
募
方
法

1
月
30
日
(金)(

当
日
消
印
有

効)

ま
で
に
、
作
文
に
応
募
区
分
、

住
所
、
氏
名(

ふ
り
が
な)

、
年

齢(

学
校
名
・
学
年)

、
電
話
番

号
を
書
い
て
郵
送
か
メ
ー
ル
で

提
出
す
る

※
　
入
賞
作
品
の
著
作
権
は
、
春
日
市

に
帰
属
す
る
も
の
と
し
ま
す
。

な
お
、
審
査
結
果
は
入
賞
者
の
み

本
人
に
通
知
し
ま
す
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

都
市
計
画
課

（
〒
816
―

8
5
0
1
春
日
市
役
所
）

(

584)

1
1
1
1

(

584)

1
1
4
3

to
si@
city.kasu

g
a.fu
ku
o
ka.jp

FAX
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最近、公共機関や架空の団体を名乗る不審な電話
や郵便が相次いでいます。

○年金
｢社会保険庁｣や｢国民年金基金｣、｢年金相互管理
センター｣などを名乗り、｢年金の過払い分を指定
の銀行口座に振り込んでください。でないと、年
金の支払いを停止しますよ｣と脅します。慌てて、
実際にお金を振込んでしまった人もいるようです。
過払い分の年金などを指定口座に振り込ませた
り、郵送で返納させたりするようなことは一切あ
りません。また、電話や文書だけで一方的に年金
の支払いを停止することもありません。

○国民健康保険
｢国民健康保険センター｣などを名乗って、家族
の勤務先や保険証番号などを聞き出そうとします。
このような団体は、春日市には存在しません。

○税金
電話で市税務課職員と名乗って、家族の勤務先

などを聞き出そうとします。
市は、個人情報について電話で問い合わせるこ
とはありません。

もし、このよう
な電話を受けたり、
郵便物が届いたり
したときは、決し
て即応せず、相手
の氏名や電話番号
などを確認して、
すぐにご連絡くだ
さい。

連絡・問い合わせ先
年金に関すること　南福岡社会保険事務所

(552)6111
国民健康保険に関すること　国保年金課国保担当

(584)1111 (584)1141
税金に関すること　税務課

(584)1111 (584)1141FAX

▽
�

FAX

▽
�

▽
�

被害が出ています

不審な電話などにご注意！

対象 図書館法に規定する司書資格を有する人
採用期間 4月1日～平成17年3月31日(1年間)
勤務日 週5日
※　土・日曜日、祝日の勤務もあります。
勤務時間(交代制)
午前8時30分～午後5時
午前10時～午後6時30分
正午～午後8時30分

賃金 月額17万8,400円（社会保険あり）
採用予定人員 若干名
応募方法 1月15日(木)（当日消印有効）までに、郵

便で作文（テーマ「春日市民図書館でしたい
こと」・800字以内）、履歴書、返信用封筒を
提出する

※　返信用封筒には、自分の住所と氏名を書き、80
円切手をはってください。

▽
�▽
�▽
�

なお、書類審査後、面接日を連絡します。
応募・問い合わせ先 市民図書館（〒816―0831大

谷6―24）
(584)4646 (584)3900FAX

春日市民図書館

図書司書（嘱託職員）募集
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11月26日、軟式野球の筑紫
少年野球サンデーリーグ連盟新
人戦決勝で、｢春日少年野球｣チ
ーム(阿比留

あ び る

講二
こ う じ

監督)が、筑紫
野ファミリーズを9対4で破り
初優勝。その報告に、12月4日、
選手たちが井上市長を訪ねまし
た。
今回の大会には5年生以下の
選手たちが参加。この優勝を6
年生の先輩たちと約束していた
そうで、勝因はやはりチームワ
ークだそうです。
市長の｢みなさんは春日市の

誇りです。これからもがんばってください｣との言葉に、来年7月に行われる県大会に向けて、
選手たちは決意を新たにしていました。

測量、調査、設計に携わる筑紫地
区内の業者23社でつくる「筑紫地
区協力会」から、11月26日、市に
車イス１台が寄贈されました。
同協力会の発足15周年記念事業
の一つとして行われたもの。
林
はやし

重敏
しげとし

会長は「仕事上でもバリ
アフリーに配慮しており、市民の福
祉向上に役立ててください。今後も
毎年継続します」と話しています。

筑紫少年野球サンデーリーグ連盟新人戦
春日少年野球が初優勝

車イス寄贈　筑紫地区協力会

11月26日、春日市暴力追放市民総決起大会が行
われ、暴力追放推進市民協議会会長を務める井上
市長をはじめ、筑紫野警察署長や市議会議員、自
治会長、市民団体や企業の会員総勢110人が参加
しました。
暴力を許さないための大会宣言を採択した後、
市役所から春日原駅周辺までをパレード。沿道の
商店や事業所に、「不当要求断固阻止！」のミニの
ぼりを配布し、暴力追放をアピールしました。
長引く不況の中で悪質化している暴力団の不当
な要求。市民ひとりひとりの強い意思で、まちか
ら暴力を追放しましょう。

「不当要求断固阻止！」
暴力追放市民パレード

市
長
室
で
井
上
市
長
に
目
録
を
手
渡

す
同
協
力
会
の
役
員

▲
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春日南中学校と春日小学校の両PTAが、そろって｢平成
15年度優良PTA文部科学大臣表彰｣を受賞しました。
この受賞は、いずれも、日ごろのPTA活動の業績が認め
られてのもの。
春日南中学校は、学校、家庭、地域が連携した日頃の地
道な活動に加え、｢なんちゅうカレッジ(地域の大人が講師
となり、地域住民と生徒が一緒に学ぶ土曜学級)｣の活動が
認められました。

春日小学校は、約800人の保護者みんなでPTA活動を進
める｢一人一役｣をモットーにしています。中でも、防犯に
対する意識がとても高く、｢地域児童を守る会｣を発足させ、
非常事態にすばやく対応できる体制を常に整えていること
が認められました。
両PTA共に、｢今後も、今回の受賞を励みに、学校・家
庭・地域が一丸となってがんばっていきます｣と決意を新
たにしています。

春日南中PTA・春日小PTA
優良PTA文部科学大臣表彰受賞

躍進目覚ましい春日市
「福岡県民体育大会」表彰式

目覚ましい躍進があ
った今大会の立役者の
一人が、陸上競技、
10000m種目で優勝し
た中村亮太さんです。

その後、10月に東京の国立競技場で行われた「第52回
全国青年大会」でも見事優勝しました。
11月27日、白水体育協会会長と共に井上市長を訪ねた中
村さんは、「順位を気にせず積極的に飛ばしました。記録

は県大会には及びませんでしたが、思い通りの走りができ
て満足です」と連続優勝をうれしそうに報告しました。
中村さんは、佐賀県出身で、市内の陸上自衛隊に勤務し
ており、現在、師団対抗試合の強化合宿選手として、仕事
の傍ら、毎日20kmを走りこんでいます。
上司で監督の中尾

な か お

恵
めぐみ

さんは「性格が素直でがんばりや。
だからこそ成績を伸ばせる」とべた褒め。本人自身も「負
けず嫌いですから長距離種目に向いているかも。決して足
に自信があったわけではなく、中学から始めて高校でも続
けてきました」
今、今回の快挙を励みにさらに記録に挑戦する中村さん
にとって、次の目標は、ふるさと佐賀から九州一周駅伝に
出場すること、だそうです。

昨年9月に開かれ、本市が総合5位と大健闘した「第46
回福岡県民体育大会」の表彰式が、このほど、田川文化セ
ンターで行われました。
出席した春日市体育協会の白水

しろうず

一真
か ず ま

会長が、11月27日、
井上市長を訪ね「総合5位入賞に加え、昨年に比べて飛躍
的に成績が向上したことをたたえる躍進賞も受賞すること
ができました」と報告しました。
前年度の大会に比べ、全種目総合で、また男女別でどれ
だけ成績を伸ばしたかを競う賞で、総合的なレベル向上の
目安となっています。

白水会長は「今回の受賞は、競技スポーツにおける春日
市民のレベルの高さを表しています。今後、誰もが楽しめ
て、しかも健康
づくりに役立つ
スポーツの普及
にも体育協会と
して取り組んで
いきます」と意
気込んでいま
す。

全国大会の10,000mでも優勝

中村
なかむら

亮太
りょうた

さん

（大和町）21歳

春
日
南
中
P
T
A
の
皆
さ
ん

▲

春
日
小
P
T
A
の
皆
さ
ん

▲

結
果
報
告
す
る

白
水
会
長(

中
央
左)

▲
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地
域
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
発
展
に
つ

な
が
る
地
域
通
貨
を
知
っ
て
も
ら
う
た

め
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

参
加
は
無
料
で
す
。

日
時

1
月
23
日
(金)

午
前
10
時
〜
午
後
5
時

会
場

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
（
原
町
3

―

1
―

7
）

内
容

▽
地
域
通
貨
フ
ォ
ー
ラ
ム

▽
講
演
「
循
環
型
社
会
に
向
け
た
地
域

通
貨
の
可
能
性
」

講
師
　
丸
山

ま
る
や
ま

真
人

ま

こ

と

さ
ん(

東
京
大
学

大
学
院
総
合
文
化
研
究
科
教
授)

▽
地
域
通
貨
体
験
ゲ
ー
ム

▽
展
示
コ
ー
ナ
ー
な
ど

定
員

3
0
0
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
E

メ
ー
ル
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

同
セ
ン
タ
ー

(

915)

7
5
0
0

(

915)

7
5
0
1

tsu
ka
@
fvo
c.g
r.jp

h
ttp
://w
w
w
.fvo
c.g
r.jp
/

FAX

ア
ク
ア
ビ
ク
ス
で
、
身
も
心
も
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
し
ま
せ
ん
か
。

日
時

毎
週
火
曜
日
（
第
3
火
曜
日
を

除
く
）

午
後
7
時
〜
9
時

場
所

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
温
水
プ
ー

ル
（
大
谷
6
―

28
）

会
費

月
額
1

5
0
0
円
（
2
カ
月

分
前
納
）

※

ほ
か
に
、
プ
ー
ル
利
用
料
金
が

必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

真
田

(

582)

7
2
3
4

日
程
・
テ
ー
マ
・
講
師

▽
1
月
9
日
(金)

「
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
医
療
」

河
野
輝
昭
さ
ん
（
院
長
）

▽
1
月
16
日
(金)

「
日
帰
り
手
術
に
つ
い
て
（
痔
・
ヘ

ル
ニ
ア
下
肢
静
脈
瘤
・
胆
石
）」

金
丸
隆
幸
さ
ん
（
外
科
医
長
）

▽
1
月
23
日
(金)

「
高
血
圧
予
防
の
食
事
」

山
田
郁
江
さ
ん
（
管
理
栄
養
士
）

時
間

午
後
2
時
30
分
〜
3
時
30
分

場
所

福
岡
徳
洲
会
病
院
セ
ン
タ
ー
6

階
講
堂
（
須
玖
北
4
―

5
）

問
い
合
わ
せ
先

同
病
院
健
康
管
理
セ

ン
タ
ー

(

573)

6
6
2
2

(
573)
1
7
3
3

身
体
的
に
も
精
神
的
に
も
不
安
定
に

な
り
が
ち
な
更
年
期
を
、
い
き
い
き
と

快
適
に
過
ご
す
た
め
の
教
室
で
す
。

FAX

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

対
象

40
歳
〜
59
歳
の
人

日
程
・
内
容

▽
2
月
4
日
(水)

医
師
講
義

▽
2
月
9
日
(月)

心
理
療
法
士
講
義

▽
2
月
16
日
(月)

健
康
チ
ェ
ッ
ク

▽
2
月
23
日
(月)
〜
3
月
22
日
(月)
の
毎
週

月
曜
日
　
運
動
実
技

▽
3
月
29
日
(月)

調
理
実
習
・
修
了
式

時
間

午
前
10
時
〜
正
午
（
3
月
29
日

の
み
午
後
3
時
ま
で
）

会
場

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
（
昇
町
1
―

1
2
0
）

受
講
料

5
0
0
円

定
員

30
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

1
月
5
日
(月)
〜
15
日
(木)

に
、
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号

を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

(

501)

1
1
3
4

(

501)

0
0
5
1

日
時

1
月
14
日
(水)

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
1
時

FAX

場
所

ぽ
れ
ぽ
れ
館
（
春
日
1
―

38
）

参
加
費

1
0
0
円

※
　
午
後
1
時
か
ら
は
通
常
の
ぽ
れ
ぽ

れ
を
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
春
日

(

572)

8
7
4
0(

兼
用)

離
乳
中
期(

6
〜
8
カ
月)

以
降
の
離

乳
食
の
作
り
方
や
進
め
方
に
つ
い
て
の

教
室
で
す
。
託
児(

無
料)

も
あ
り
ま
す
。

日
時

1
月
20
日
(火)

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

(

受
付
　
1
時
〜)

場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ(

昇
町
1
―

1

2
0)

募
集
人
数

20
人(

申
込
先
着
順)

持
っ
て
く
る
物

▽
母
子
手
帳
▽
エ
プ

ロ
ン
▽
三
角
巾
▽
託
児
に
必
要

な
道
具(

名
前
を
書
い
て
お
く)

参
加
費

2
0
0
円(

実
習
材
料
費)

申
込
方
法

1
月
5
日
(月)
〜
15
日
(木)

に
、
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
氏

名
、
電
話
番
号
、
子
ど
も
の
生

年
月
日
、
託
児
の
有
無
を
伝
え

る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

(

501)

1
1
3
4

(

501)

0
0
5
1

FAX
FAX

５
８
４
・
１
１
１
１�

w
w
w
.city.kasu

ga.fu
ku
o
ka.jp

情
報
ひ
ろ
ば�

春
日
市
役
所�

イ
ベ
ン
ト

ス
ポ
ー
ツ

健
　
康

子
育
て

一
緒
に
汗
を
流
し
ま
せ
ん
か

健
康
美
人
ク
ラ
ブ

県
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
総
合
セ
ン
タ
ー

地
域
通
貨
九
州
メ
ッ
セ
I
N
福
岡

子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
春
日

鏡
開
き
&
ぽ
れ
ぽ
れ
開
き

参
加
者
募
集

離
乳
食
教
室

福
岡
徳
洲
会

と
く
し
ゅ
う
か
い

病
院

健
康
教
室

さ
な
だ

か
わ
の
て
る
あ
き

か
な
ま
る
た
か
ゆ
き

き
ん

や

ま

だ

い

く

え

教
室
生
募
集

更
年
期
さ
わ
や
か
教
室



きいて�きいて�

お誕生日おめでとう

平成15年1月11日生

池
田
い
け
だ

優ゆ
う

ち
ゃ
ん(

下
白
水
北)

平成15年1月9日生

兒
嶋
こ
じ
ま

星
七
せ

な

ち
ゃ
ん(

一
の
谷)

平成15年1月14日生

中
村
な
か
む
ら

光
里
ひ
か
り

ち
ゃ
ん(

下
白
水
南)

平成15年1月25日生

橋

た
か
は
し

里
欧
り

お

ち
ゃ
ん(

白
水
ヶ
丘)

平成14年1月26日生

村
上
む
ら
か
み

空そ
ら

ち
ゃ
ん(

上
白
水)

保
健
師
や
栄
養
士
、
保
育
士
が
、
育

児
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時
・
場
所

▽
1
月
14
日
(水)

午
前
10
時
〜
11
時
30

分須
玖
児
童
セ
ン
タ
ー(

須
玖
南
1
―

91)

※
　
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
は
1
月
13
日
(火)

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
変
更
に
な
り

ま
し
た
。

▽
1
月
27
日
(火)

午
前
10
時
〜
11
時

い
き
い
き
プ
ラ
ザ(

昇
町
1
―

1
2

0)

持
っ
て
く
る
も
の

母
子
健
康
手
帳

問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

(

501)

1
1
3
4

(

501)

0
0
5
1

1
歳
未
満
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

の
交
流
の
場
で
す
。

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

1
月
21
日
(水)

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ(

昇
町
1
―

1

2
0)

持
っ
て
く
る
も
の

母
子
健
康
手
帳

問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

(

501)

1
1
3
4

(

501)

0
0
5
1

「
人
間
の
盾
」
と
し
て
北
バ
グ
ダ
ッ

ド
変
電
所
で
暮
ら
し
て
い
た
木
村

き

む

ら

公
一

こ
う
い
ち

さ
ん(

神
学
博
士
、「
ア
ジ
ア
平
和
塾
・

福
岡
」
主
幹)

が
、
イ
ラ
ク
の
こ
と
や

FAX FAX

平
和
に
つ
い
て
講
演
し
ま
す
。

入
場
は
無
料
で
、
託
児(

先
着
20
人
、

一
人
3
0
0
円)

も
行
い
ま
す
。

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時

1
月
24
日
(土)

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

会
場

市
役
所
大
会
議
室

※
　
託
児
希
望
者
は
、
1
月
16
日
(金)
ま

で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

託
児
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

春
日
市

女
性
の
会
　
春
口

(

584)

6
3
5
5(

兼
用)

10
代
〜
20
代
の
未
就
職
者
で
、
自
分

の
将
来
を
迷
っ
て
い
る
人
の
た
め
の
講

座
で
す
。

実
践
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
が
受
け
ら
れ

ま
す
。

日
時

1
月
29
日
(木)
・
30
日
(金)

午
前
10
時
〜
午
後
5
時

会
場

同
ホ
ー
ム
（
筑
紫
野
市
諸
田

も

ろ

た

1

6
9
）

内
容

▽
講
演
▽
企
業
見
学
▽
能
力
開

発
総
合
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る

FAX

実
践
的
ア
ド
バ
イ
ス

定
員

30
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

1
月
5
日
(月)
〜
25
日
(日)

に
、
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号

を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

同
ホ
ー
ム

(

925)

4
8
0
1

(

922)

7
5
9
3

成
人
が
対
象
の
、
男
女
共
同
参
画
に

つ
い
て
の
無
料
公
開
講
座
で
す
。

日
時

1
月
21
日
(水)

午
前
10
時
〜
正
午

場
所

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
サ
ン

ホ
ー
ル
（
大
谷
6
―

24
）

講
師

久
羽
文
男
さ
ん
（
研
修
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
）

※
　
託
児(

2
0
0
円
・
先
着
10
人)

や

手
話
通
訳(

無
料)

の
希
望
者
は
、
1

月
14
日
(水)
ま
で
に
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク

ス
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
･
問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課

公
民
館
担
当

(

575)
4
1
2
1

(

593)

7
3
8
0

FAX FAX

「
ひ
ろ
が
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
　
で

も
基
本
は
○
○
○
？
」
と
題
し
、
交
流

会
を
開
催
し
ま
す
。

参
加
は
無
料
で
す
。
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

日
時

1
月
18
日
(日)

午
後
1
時
〜
4
時

会
場

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
2
階
大
会

議
室
（
昇
町
3
―

1
0
1
）

内
容

▽
マ
ジ
ッ
ク
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
シ
ョ
―

▽
私
た
ち
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
（
N

P
O
法
人
日
本
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
エ
ン

ジ
ェ
ル
ス
講
演
）

▽
折
り
紙
D
E
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

▽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
紹
介
（
パ
ネ
ル

展
示
）

問
い
合
わ
せ
先

同
セ
ン
タ
ー

(

501)

1
1
3
6(

兼
用)

FAX

情
報
ひ
ろ
ば
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講
演
・
講
座

福
　
祉

「
イ
ラ
ク
の
女
性
と
子
ど
も
た
ち
」

春
日
市
女
性
の
会
新
春
講
演
会

筑
紫
野
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

若
年
者
キ
ャ
リ
ア
形
成
啓
発
講
座

「
素
敵
な
女
性
に
な
る
た
め
に
」

中
央
公
民
館
教
養
講
座

か
す
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
会

で

ご
利
用
く
だ
さ
い

す
く
す
く
育
児
相
談

「
赤
ち
ゃ
ん
と
の
遊
び
」

子
育
て
教
室



１月�

私の声でいいかしら

［ペンネーム］

気分だけはアナウンサー
目の不自由な人に書物

をカセットテープに吹き
込んで届けるボランティ
アをしています。
生まれてから何十年と

日本語を読んできたのに、
知らない漢字は多いし、
間違った読み方を信じ込
んでいたりと、改めて自
分の無知を思い知らされ
ました。
その上、声という｢音｣

を聞いてもらうためには、
明るく聞きやすい声を出
すために体調を整え、ま
た、アクセントを調べ
｢雨｣と｢飴

あめ

｣などを間違わ
ないように気をつけなけ
ればなりません。
そして、いかに、一刻

も早く、正しく情報を届
けることができるかが大
事です。
｢ただ読めばいい｣と思

っていたことが、こんな
に難しいとは…。
つたない読み手の私の

声を聞いてくれている人
たちに感謝、感謝。

め
、
就
業
相
談
や
就
業
情
報
の
提
供
な

ど
を
行
う
、「
母
子
家
庭
等
就
業
・
自

立
支
援
セ
ン
タ
ー
」
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

ぜ
ひ
一
度
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
・
問
い
合
わ
せ
先

▽
同
セ
ン
タ
ー
（
県
母
子
寡
婦
福
祉
連

合
会
内
）

(

584)

3
9
3
1

(

584)

3
9
2
3

▽
児
童
家
庭
課
母
子
福
祉
係

(

643)

3
2
5
7

(

643)

3
2
6
0

従
業
員
が
、労
働
災
害
や
交
通
事
故
、

病
気
な
ど
で
障
害
者(

中
途
障
害
者)

と

な
っ
た
場
合
に
、
そ
の
従
業
員
の
雇
用

を
継
続
す
る
た
め
に
必
要
な
施
設
改
善

費
用
な
ど
を
助
成
し
ま
す
。

助
成
額

▽
中
途
障
害
者
作
業
施
設
設
置
等
助
成

金作
業
施
設
や
設
備
、
付
帯
施
設
に
要

す
る
費
用
の
2
／
3
（
限
度
額
4
5

0
万
円
）

※
　
施
設
や
設
備
を
賃
借
し
た
場
合

FAX FAX

も
助
成
さ
れ
ま
す
。

▽
重
度
中
途
障
害
者
職
場
適
応
助
成
金

（
職
務
開
発
や
能
力
開
発
、
健
康
管

理
な
ど
）

中
途
障
害
者
で
あ
る
重
度
身
体
障
害

者
一
人
に
つ
き
月
3
万
円
を
3
年
間

（
費
用
負
担
が
あ
る
場
合
）

※
　
詳
し
い
内
容
や
申
請
方
法
な
ど
に

つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先

(社)
福
岡
県
障
害
者
雇

用
促
進
協
会

(

473)

7
6
8
5

(

451)

4
1
5
0

母
子
・
寡
婦
家
庭
で
高
校
や
大
学
な

ど
の
進
学
資
金
の
貸
し
付
け(

無
金
利
）

を
希
望
す
る
人
を
対
象
に
、
説
明
会
を

行
い
ま
す
。

日
時

1
月
18
日
(日)

午
前
10
時
〜
正
午

場
所

市
役
所
大
会
議
室

問
い
合
わ
せ
先

こ
ど
も
未
来
課
母
子

児
童
担
当

(

584)

1
1
1
1

(

584)

7
7
3
9

FAX FAX

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

同
連
合
会

(

〒
816
―

0
8
0
4
原
町
3
―

1

―

7
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
受
け

箱
11
号
）

(

584)

3
9
2
2

(

584)

3
9
2
3

母
子
家
庭
や
寡
婦
、
父
子
家
庭
を
対

象
に
、
毎
月
2
回
、
夜
間
に
無
料
で
法

律
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

相
談
日

▽
1
月
15
日
(木)
・
27
日
(火)
▽

2
月
10
日
(火)
・
24
日
(火)
▽
3
月

9
日
(火)
・
23
日
(火)

時
間

午
後
6
時
30
分
〜
8
時
30
分

場
所

同
連
合
会
事
務
所
（
原
町
3
―

1
―

7
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
6

階
）

定
員

各
4
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

前
日
ま
で
に
予
約
す
る

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

同
事
務
所

(

584)

3
9
2
2

(

584)

3
9
2
3

県
は
、
母
子
家
庭
の
母
親
の
自
立
た

FAX FAX

は
り
・
き
ゅ
う
費
の
助
成

春
日
市
の
国
民
健
康
保
険
加
入

者
に
は
、
は
り
・
き
ゅ
う
の
施
術

の
際
、
負
担
額
が
半
額
に
な
る
受

療
証
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

交
付
申
請
に
必
要
な
も
の

▽
春
日
市
国
民
健
康
保
険
証

▽
印
鑑

※
　
助
成
は
、
市
が
指
定
し
た
施

術
所
で
1
日
1
回
、
1
カ
月
に

10
回
が
限
度
で
す
。

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

国
保
年
金
課
国

保
担
当

(

584)

１
１
１
１

(

584)

１
１
４
１

FAX

国
保
い
ろ
い
ろ

情
報
ひ
ろ
ば
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重
度
脳
性
ま
ひ
者
な
ど
全
身
障
害
者

の
外
出
の
介
助
に
必
要
な
知
識
と
技
能

が
求
め
ら
れ
る
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
の
養

成
講
習
会
で
す
。
託
児
も
行
い
ま
す
。

日
程

3
月
4
日
(木)
〜
27
日
(土)
（
計
8

日
、
21
時
間
）

場
所

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
5
階
研
修

室
（
原
町
3
―

1
―

7
）

資
格

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
人

▽
母
子
家
庭
の
母
ま
た
は
寡
婦

▽
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
1
・
2
級
課
程
修

了
者
ま
た
は
本
講
習
会
終
了
ま
で
に

修
了
予
定
者

▽
す
べ
て
の
日
程
を
受
講
で
き
る
人

受
講
料

6

5
0
0
円
（
テ
キ
ス
ト

代
）

定
員

20
人
（
申
込
多
数
の
場
合
は
書

類
選
考)

申
込
方
法

1
月
30
日
(金)(

必
着)

ま
で

に
、
申
込
用
紙
を
郵
送
ま
た
は

直
接
持
参
す
る

※
　
申
込
用
紙
は
、
市
こ
ど
も
未
来
課

に
も
あ
り
ま
す
。

福
岡
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
習
会

母
子
家
庭
の
就
業
相
談

母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん
方
へ

福
岡
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

弁
護
士
に
よ
る
夜
間
無
料
法
律
相
談

エッセイ募集中
ハガキに題名、住所、氏名、電話番号
を書いて送ってください。匿名やペ
ンネームでも可。なお、編集の都合
で、原文を要約したり、表現を変え
たりすることがあります。
あて先●〒816-8501春日市役所
広報担当「エッセイ」係　
※　掲載された人には図書券（500
円分）を進呈します。

利
用
し
ま
せ
ん
か

障
害
者
雇
用
継
続
助
成
金

母
子
・
寡
婦
家
庭
対
象

修
学
・
就
学
支
度
資
金
貸
付
説
明
会



きいて�きいて�

お誕生日おめでとう

３月生まれのお子さん募集中
写真は、お子さんの顔が
大きく写っているもので、
裏にお子さんの氏名（ふ
りがな）、生年月日、住所、
電話番号を書き、広報担
当まで郵送してください。
対象年齢は３歳までで、
2月2日までの到着分の中
から抽選で決定します。

平成14年1月8日生

堀
井
　
花
ち
ゃ
ん(

白
水
ヶ
丘)

平成15年1月31日生

大
久
保
直
輝
ち
ゃ
ん(

昇
町)

平成15年1月7日生

小
嶋
千
遥
ち
ゃ
ん(

下
白
水
南)

平成13年1月5日生

深
川
暢
宏
ち
ゃ
ん(

昇
町)

情
報
ひ
ろ
ば
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申
込
期
間

1
月
19
日
(月)
〜
27
日
(火)

募
集
す
る
住
宅

小
森
野

こ

も

り

の

団
地
（
久
留

米
市
小
森
野
2
―

1
）

※
　
詳
し
く
は
、
申
込
期
間
中
、
市
管

財
課
に
あ
る
募
集
案
内
書
を
見
て
く

だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

県
住
宅
供
給

公
社
県
営
住
宅
管
理
部

(

713)

1
6
8
3

(

722)

1
1
8
1

自
賠
責
・
自
動
車
保
険
請
求
書
や
、

後
遺
障
害
等
級
認
定
異
議
申
立
書
、
示

談
書
・
損
害
賠
償
請
求
書
の
書
類
作
成

FAX

な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時

1
月
17
日
(土)

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

会
場

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
5
階
5
0

4
研
修
室(

原
町
3
―

1
―

7)

問
い
合
わ
せ
先

同
会

(

641)

2
5
0
1

(
641)

2
5
0
3

説
明
内
容
　
▽
株
式
譲
渡
益
課
税
制
度

▽
株
式
を
売
却
し
た
場
合
の
所

得
税
の
確
定
申
告

期
日
・
場
所
・
定
員

▽
1
月
15
日
(木)

天
神

て
ん
じ
ん

ビ
ル
（
福
岡
市

中
央
区
天
神
2
―

12
―

1
）

3
0
0
人
（
申
込
先
着
順
）

▽
1
月
27
日
(火)

え
ー
る
ピ
ア
久
留
米

（
久
留
米
市
諏
訪
野
町
1
8
3
0
―

6
）

2
5
0
人
（
申
込
先
着
順
）

▽
1
月
28
日
(水)

ム
ー
ブ
（
北
九
州
市

小
倉
北
区
大
手

お

お

て

町ま
ち

11
―

4
）

FAX

5
0
0
人
（
申
込
先
着
順
）

時
間

①
午
前
10
時
〜
正
午
②
午
後
2

時
〜
4
時(

28
日
は
②
の
み)

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

筑
紫
税
務
署

(

923)

1
4
0
0

福
岡
都
市
計
画
区
域
の
整
備
や
開

発
、
保
全
の
方
針
決
定
、
区
域
区
分
の

変
更
な
ど
の
案
を
縦
覧
し
ま
す
。
み
な

さ
ん
の
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

縦
覧
期
間

1
月
5
日
(月)
〜
19
日
(月)

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

意
見
書
提
出
方
法

1
月
19
日
(月)
（
必

着
）
ま
で
に
、
縦
覧
場
所
に
あ

る
用
紙
に
書
い
て
提
出
す
る

縦
覧
場
所
・
意
見
書
提
出
先

▽
県
都
市
計
画
課
（
〒
812
―

8
5
7
7

福
岡
市
博
多
区
東
公
園

ひ
が
し
こ
う
え
ん

7
―

7
）

▽
市
都
市
計
画
課

※
　
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

県
都
市
計
画
課

(

643)

3
7
1
3

(

643)

3
7
1
6

h
ttp
://w
w
w
.p
re
f.fu
ku
o
ka
.jp

FAX

そ
の
他

株
式
譲
渡
関
係

所
得
税
の
確
定
申
告
説
明
会

縦
覧
し
ま
す

都
市
計
画
案

募
　
集

臨
時
募
集

県
営
住
宅
入
居
者

相
　
談

福
岡
県
行
政
書
士
会

交
通
事
故
無
料
相
談
会

歴史と伝統を受け継ぐ春日神社｢婿押し祭り｣
今年も1月14日に、国指定重要無形民俗

文化財の｢婿押し祭り(若水祭
わかみずさい

)｣が春日神社
で行われます。
約400年の歴史があるこの祭りは、前年

に結婚した夫婦を祝うもの。しきたりに従
い、①左義

さ ぎ

長
ちょう

(どんど焼き)点火 ②子どもの
樽
たる

取り ③宿
やど

の行事(夫婦紹介の神事) ④樽せ
り ⑤お汐井

し お い

取り ⑥婿押し ⑦千秋楽
せんしゅうらく

の順に
祭りが進行しますが、中でも一番の見所は
｢樽せり｣です。
氏子
う じ こ

たちが神社前の御池
み い け

に飛び込み、酒
樽を奪い合う、厳粛かつ勇壮な祭りを見に
来てみませんか。
日時 1月14日(水)

午後7時30分ごろ～10時30分ごろ
※　｢樽せり｣は午後8時30分ごろから行わ
れます。
場所 春日神社(春日1―110)
問い合わせ先 情報政策課広報担当

(584)1111 (584)1142FAX

ほ
り
い
り
ん
か

お
お
く
ぼ
な
お
き

こ
じ
ま
ち
は
る

ふ
か
が
わ
の
ぶ
ひ
ろ

むこ　 お



情
報
ひ
ろ
ば
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イラストコーナー

住
吉
神
社
は
海
神
か
い
じ
ん

と
し
て
の
性
格
か

ら
、
港
や
漁
業
の
中
心
地
に
置
か
れ
る

の
が
普
通
で
す
。
大
阪
・
筑
前
そ
れ
ぞ

れ
の
住
吉
神
社
は
、
現
在
こ
そ
海
か
ら

遠
い
場
所
に
あ
り
ま
す
が
、
海
岸
線
が

も
っ
と
内
陸
に
あ
っ
た
中
世
以
前
は
海

の
近
く
に
位
置
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
海
に
近
い
住
吉
神
社
と
は

別
に
、
も
と
も
と
海
か
ら
切
り
離
さ
れ

た
内
陸
部
に
あ
っ
た
住
吉
神
社
が
あ
り

ま
す
。福
岡
市
南
区
の
若
久
わ
か
ひ
さ

や
下し
も

曰
佐
お

さ

、

市
内
の
小
倉
や
須
玖
の
住
吉
神
社
が
そ

の
例
で
す
。

住
吉
神
社
の
神
官
家
は
代
々
佐
伯
さ
え
き

氏

を
名
乗
り
ま
す
。
治
承
じ
し
ょ
う

3
年
（
1
1

7
9
年
）、
住
吉
神
社
の
神
官
3
人
が

流
罪
に
処
せ
ら
れ
、そ
の
う
ち
の
一
人
、

佐
伯
昌
助
ま
さ
す
け

は
伊
豆
い

ず

の
国
に
流
さ
れ
ま

し
た
。
な
ぜ
流
罪
に
な
っ
た
の
か
、
罪

状
は
記
録
に
な
く
明
ら
か
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
平
家
政
権
に
対
し
何
ら
か
の

反
抗
を
し
た
の
で
し
ょ
う
。

ち
ょ
う
ど
こ
の
時
期
は
、
伊
豆
で

源
み
な
も
と
の

頼
朝

よ
り
と
も

が
平
家
に
対
し
蜂
起
ほ
う
き

す
る

と
き
で
、
昌
助
は
弟
の
昌
長
ま
さ
な
が

を
筑
前
よ

り
伊
豆
に
呼
び
寄
せ
ま
し
た
。
昌
長
は

頼
朝
に
従
い
、
戦
い
の
占
い
や
祈
祷
き
と
う

に

携
わ
る
当
時
と
し
て
非
常
に
重
要
な
役

割
を
果
た
し
、
そ
の
功
績
で
昌
助
、
昌

長
兄
弟
は
、
神
官
の
身
分
の
ま
ま

関
東
か
ん
と
う

御
家
人

ご
け
に
ん

と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
も
住
吉
神
官
家
は
、
筑
前
に

お
け
る
頼
朝
直
系
の
有
力
御
家
人
と
し

て
、鎮
西
探
題

ち
ん
ぜ
い
た
ん
だ
い

の
奉
行
人

ぶ
ぎ
ょ
う
に
ん

な
ど
を
勤
め
、

武
家
的
性
格
を
強
く
持
ち
続
け
ま
し

た
。
住
吉
神
官
家
は
、
そ
の
力
を
背
景

に
、
住
吉
神
社
を
筑
前
一
ノ
宮

い
ち
の
み
や(

そ
の

国
の
筆
頭
の
神
社)

と
し
、
領
地
を
拡

げ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
内
陸

部
に
あ
る
住
吉
神
社
は
、
住
吉
神
社
の

領
地
と
な
っ
た
と
き
に
、
土
地
を
支
配

す
る
た
め
設
置
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
、

市
内
の
二
つ
の
住
吉
神
社
も
そ
の
た
め

の
も
の
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
小
倉
の

住
吉
神
社
に
は
、
住
吉
神
社
の
神
領

し
ん
り
ょ
うで

あ
っ
た
と
の
伝
承
が
残
っ
て
い
ま
す
。

春
日
市
郷
土
史
研
究
会
　
寺
崎
直
利

て
ら
さ
き
な
お
と
し

300
住
吉

す
み
よ
し

神
社
2

内
陸
の
住
吉
神
社

県
内
の
産
業
別
最
低
賃
金
が
改
正
さ

れ
ま
し
た
。

※
　
こ
れ
ら
に
該
当
し
な
い
業
種
は
、

平
成
15
年
10
月
19
日
に
改
正
さ
れ
た

県
最
低
賃
金
（
時
間
額
6
4
4
円
）

が
適
用
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

福
岡
労
働
局
労
働
基

準
部
賃
金
課

(

411)

4
5
7
8

1月10日は「110番の日」�

110番は緊急通報専用です。�

緊急を要しない相談や問い合わせは�

聴覚障害者のためのファックス110番�

警察官の質問には、落ち着いてはっきり�
と答えましょう。�

1＃9110番(プッシュ式)�
または�

1(641)9110(ダイヤル式)

5(632)0110
問い合わせ先　筑紫野警察署�

1(929)0110

変
わ
り
ま
す

産
業
別
最
低
賃
金

業　種� 改正金額(時間額)

　製鉄業　製鋼・製鋼
圧延業　鋼材製造業�

デパートなど各種商品�
小売業�

電気機械器具・情報通
信機械器具・電子部品・
デバイス製造業�

自動車（新車）小売業�

輸送用機械器具製造業�

753円�

732円�

749円�

747円�

改正なし(710円)

[ペンネーム] ナナさん [ペンネーム] パールひめさん [ペンネーム] ワンワンさん [ペンネーム] さきとさん

あなたのイラスト募集中
ハガキに縦書き、白黒で濃いめ
にはっきりと描いて、表に住所、氏
名、電話番号を書いて送ってくだ
さい。(ペンネームも可)
著作権の都合上、作品はオリ
ジナルのものに限ります。
あて先●〒816-8501 春日市
役所広報担当「みてみてきいて」
係
※ 掲載された人には図書券
（500円分）を進呈します。



１月�
行事予定表�

須玖児童センター�
（５７３）２４３１�

須玖南１－９１�

光町児童センター�
（５０１）７０１４ �

光町２-１８０-４�

毛勝児童センター�
（５８１）５６１４�

大土居１-３８�

す　ぐ� ひかりまち� け か つ �

おまたせ！トランポリン　午後3時～4時45分�

ジャンボかるたとり大会�
午後2時～3時、小学生以上�

たこを作っておしるこを食べよう！�
午後2時～3時、小学生以上、15人、50円�

ハイハイたんぽぽ広場　午前11時～正午��
だっこからハイハイまでの乳幼児と保護者�

巨大オセロ大会　午後2時～3時、小学生以上�

おはなしクラブ須玖保育所へ行こう！�
午前10時～11時�
和紙で花作り�
午後2時～3時、小学生以上、10人�

おまたせ！トランポリン　午後3時～4時45分�

おはなしはじまるよ　　午前11時～正午�
インラインスケート教室�
午後1時30分～3時30分、小学生以上、10人�

内でも外でも正月あそび　午後2時～4時�

内でも外でも正月あそび　午後2時～4時�

巨大カルタにどん�
午後2時～4時、小学生以上�

巨大福笑いで、おお当たり！�
午後2時～4時�

毛勝開館10周年パーティ！もちつき大会�
午後3時～4時30分�

1日～3日（年始休み）、5日、12日（成人の日）、13日（振替休館日）、19日、20日（安全点検日）、26日�

※　　　 （網がけ）している行事は、幼児も参加できます。保護者同伴で遊びに来てください。�

※ 表中の金額は参加費（材料代や交通費）です。�

※ 　は申し込みが必要な行事です。申し込みは1月4日(日)午前10時から受け付けます。（電話可、小学生以上は本人が申込、1人1行事まで）�

※ 天候により、中止または内容を変更することがあります。お問い合わせください。�

たんぽぽ広場　午前11時～正午�

27日�

ぼうけんまるもちまるめ　�
午前11時～正午（なくなり次第終了）、30円�
一輪車教室　�
午後2時～4時、小学生以上、10人�

ママの”ホッ”とタイム（ソーセージ作り）　�
午前10時～正午、10人、1,000円�
※託児あり（１人500円、18日（日）までに申し込む）�

あそびの出前児童センター�
午後1時30分～3時、場所：春日原公民館�

一輪車でゴー!ゴー!！　午前10時30分～正午�
小学生以上、一輪車持参（持っている人のみ）�

プリクラ帳とメモスタンドを作ろう�
午後2時～3時､小学4年生以上､10人､100円�

ピヨピヨ広場　午前11時～11時40分��

27日�

アップル広場　午前10時30分～11時10分��

27日�

ハイハイ広場(0歳児向き）�
午前11時～11時30分�
星座教室　午後7時30分～8時30分�
小学生以上、30人�

さくらんぼ広場　午前11時～11時40分�
場所：春日公園公民館　※駐車場なし�

振舞いぜんざい　午前11時～正午��
先着50人、おわん・おはし持参�
あつまれ！ボランティア�
午後2時～4時、小学生以上�

たのしいおはなし　午後2時～2時30分�
挑戦ギネス　午後3時～4時�

ヨチヨチ広場(1歳児向き）�
午前11時～11時30分�

ゆびあみマフラー�
①小学1・2年生、午前10時30分～正午、10人��
②小学3年生以上、午後2時～3時30分、5人��
100円　　（15日（木）まで）�

めざせオリンピック　午後2時～3時�

今日のお話なーに？　午後2時～2時30分�

サイエンス実験室（ミニ熱気球）�
午後2時～3時、小学生以上、8人、20円�

新春！はねつき大会　�
午後2時～3時、小学3年生以上�

あけましておめでとう！�
一日中お正月遊びでゴー�

4日（日）�

6日（火）�

7日（水）�

9日（金）�

8日（木）�

16日（金）�

17日（土）�

10日（土）�

11日（日）�

18日（日）�

25日（日）�

24日（土）�

23日（金）�

31日（土）�

幼児向け�
遊びの広場�

伝言版�

開館時間� 休館日�

申�

申�

申�

申�

申�

申�

申�

申�

申�

申�

午前10時～午後5時�

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
児
童
セ
ン
タ
ー
の
子
ど
も

た
ち
は
、
今
年
も
元
気
い
っ
ぱ
い
。

須
玖
児
童
セ
ン
タ
ー

３
月
は
休
館
で
す

昭
和
56
年

の
開
館
か
ら

多
く
の
子
ど

も
た
ち
に
親

し
ま
れ
て
き

た
須
玖
児
童

セ
ン
タ
ー
が
、

3
月
に
取
り

壊
さ
れ
ま
す
。

代
わ
っ
て
4
月
に
は
、
現
在
、
須
玖
小

学
校
の
南
隣
り
に
建
設
中
の
「(

仮
称)

子
育
て
支
援
複
合
施
設
」
の
中
に
、
新

し
く
「
須
玖
児
童
セ
ン
タ
ー
」
が
誕
生

し
ま
す
。

こ
の
解
体
工
事
の
た
め
、
3
月
中
は

休
館
し
ま
す
。

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

須
玖
児
童
セ
ン
タ
ー

あ
そ
ぼ
〜
児
童
セ
ン
タ
ー

14



昨
年
11
月
の
静
岡
国

体
後
に
行
わ
れ
た
「
第

3
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
大
会
」
の
水
泳
競
技
で
、

「
肢
体
不
自
由
者
男
子
1
部
50

m
背
泳
ぎ
」
に
出
場
し
た
安
邉
真
志
さ
ん

が
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し
た
。

安
邉
さ
ん
は
、
数
年
前
、
仕
事
か
ら
バ

イ
ク
で
帰
宅
中
に
事
故
に
遭
い
、
頭
部
損

傷
で
数
週
間
、
意
識
不
明
の
状
態
が
続
い

た
も
の
の
奇
跡
的
に
回
復
。
し
か
し
、
半

身
に
残
っ
た
後
遺
症
の
リ
ハ
ビ
リ
の
た

め
、
市
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
の
金
堂
か
な
ど
う

正ま
さ

芳よ
し

会
長
に
勧
め
ら
れ
て
「
市
障
害
者
ス
イ

ミ
ン
グ
教
室
」
に
通
い
始
め
た
の
で
し
た
。

「
も
と
も
と
泳
ぎ
が
得
意
だ
っ
た
は
ず

な
の
に
、
最
初
は
25
m
も
泳
げ
ま
せ
ん
で

し
た
」
と
辛
か
っ
た
当
時
を
振
り
返
る
安

邉
さ
ん
で
す
が
、
努
力
の
甲
斐
あ
っ
て
め

き
め
き
記
録
を
更
新
。
つ
い
に
頂
点
の
全

国
大
会
に
出
場
し
て
、
見
事
、
金
メ
ダ
ル

を
手
に
し
ま
し
た
。

「
後
遺
症
で
精
神
的
に
も
ふ
さ
ぎ
こ
ん

で
い
た
時
に
、
こ
の
教
室
を
勧
め
ら
れ
た

こ
と
が
き
っ
か
け
で
何
ご
と
に
も
積
極
的

に
な
り
ま
し
た
」
と
、
今
で
は
、
副
会
長

と
し
て
同
教
室
の
運
営
に
も
参
加
。

自
分
自
身
が
こ
こ
で
「
何
ご
と
も
が
ん

ば
っ
て
続
け
る
こ
と
の
大
切
さ
」
を
学
ん

だ
よ
う
に
、
同
じ
後
遺
症
に
悩
む
人
た
ち

に
も
そ
う
あ
っ
て
ほ
し
い
と
気
遣
い
励
ま

す
毎
日
を
送
る
安
邉
さ
ん
で
す
。

わ
か
ふ
じ
国
体
で
金
メ
ダ
ル

安
邉
あ

べ

真
志
し

ん

じ

さ
ん（
ち
く
し
台
）
30
歳

同
い
年
の
活
躍
を
刺
激
に

「
ゴ
ジ
ラ
松
井
」こ
と
松
井
秀
喜

ま

つ

い

ひ

で

き

選
手

が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ヤ
ン
キ
ー
ス
の
一

員
と
し
て
大
活
躍
し
た
昨
年
の
大
リ
ー

グ
。
今
年
は「
リ
ト
ル
松
井
」こ
と
元
西

武
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
松
井

ま

つ

い

稼
頭
央

か

ず

お

選
手
が
、

同
じ
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
メ
ッ
ツ
に
移
籍
。

こ
れ
ま
で
以
上
に
目
が
離
せ
な
い
シ
ー

ズ
ン
に
な
り
そ
う
で
す
▼
そ
の
「
ゴ
ジ

ラ
松
井
」
が
、
シ
ー
ズ
ン
後
に
注
目
を

集
め
た
の
が「
新
人
王
」問
題
。
つ
ま
り
、

日
本
で
実
績
の
あ
っ
た
松
井
選
手
を
新

人
と
し
て
認
め
る
か
否
か
の
論
議
で
し

た
。
結
果
的
に
は
別
の
選
手
が
選
ば
れ

ま
し
た
が
、
あ
れ
だ
け
の
成
績
、
本
人

は
十
分
満
足
な
１
年
だ
っ
た
こ
と
で
し

ょ
う
▼
私
自
身
も
、
広
報
に
異
動
し
て

１
年
目
。
つ
ま
り「
新
人
」で
、
松
井
選

手
と
は
同
い
年
で
す
。
し
か
し
活
躍
の

ほ
ど
は
天
と
地
の
差
。
分
野
が
違
う
、

と
い
え
ば
そ
れ
ま
で
で
す
が
、
文
章
の

書
き
方
か
ら
写
真
の
撮
り
方
ま
で
、
勉

強
不
足
な
部
分
ば
か
り
。
実
力
を
備
え

て
い
て
も
、
さ
ら
な
る
努
力
を
し
て
い

る
彼
を
見
習
わ
な
け
れ
ば
、
と
感
じ
る

日
々
で
す
▼
同
様
に
、「
市
報
か
す
が
」も

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
１
年
目
。
皆
さ
ん
か
ら

の
意
見
を
参
考
に
、
今
後
も
よ
り
親
し

ま
れ
る
広
報
紙
作
り
に
励
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
今
年
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

○ひ

な�る�ほ�ど�

3月1日で1歳を迎える春日市コ
ミュニティバス。その名称は？

①まどか号
②まほろば号
③やよい

移転して、4月1日に新しく
誕生する児童センターは？

①須玖児童センター
②光町児童センター
③毛勝児童センター

市民と市長が意見交換を行
う｢出前トーク｣。始まった
のは？

①平成12年度
②平成13年度
③平成14年度

温水プールの無料開放は｢第
1土曜日｣と何の日？

①家族の日
②家屋の日
③家庭の日

春日南中学校で行われている
土曜学級の名前は？

①なんちゅうカレッジ
②なんちゅうユニバ
③なんちゅうスクール

10人に図書券(500円分)が当たります！

問１�

問２�

問３�

問４�

問５�

問1 ②レオ
問2 ②11カ所
問3 ②人権まもるくん
問4 全員正解

（該当記事なしのため）
問5 ①4回

（応募総数　35通）

応募方法 ハガキに、①この市
報の月日号②答え③住所④氏
名⑤電話番号⑥市報に対する
ご意見などを書いて送ってく
ださい。
あて先 〒816－8501春日市役
所広報担当
締め切り日　1月20日(火) (必
着)
※　答えはすべてこの市報の中
にあります。なお、賞品の発
送をもって発表に代えます。

前
号
の
答
え

曇
り
の
ち
晴
れ
・
な
る
ほ
ど
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・
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15

※
　
同
教
室
は
、
市
温
水
プ
ー
ル
を
利
用
し
、
毎
月
第
2
・
4
木
曜
日
の
午
後
6
時
30
分
か
ら
無
料

で
開
か
れ
て
い
ま
す
。

金
堂
会
長(
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と
共
に
井
上
市
長
に
優
勝
報

告
す
る
安
邉
さ
ん
と
母
親
の
千
鶴
子

ち

づ

こ

さ
ん

▼



市 の 人 口

●総人口 108,902人

（前月比+32人）

女 55,436人　男 53,466人

●世 帯 数 42,337世帯

●転 入 473人　　●出 生 88人

●転 出 486人　　●死 亡 47人

◆
モ
デ
ル
さ
ん
に
は
、
こ
の
写
真
を
差
し

上
げ
ま
す
。
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▲12月2日　毛勝親水公園
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今年の干支
え と

は申
さる

。みなさんにとって悪
いことが去り

．．
、幸せな1年になりますよ

うに…と芋版を彫りました。

表
紙
の
写
真

(11/30現在)

文化、芸術の普及・振興に努めてきた春日市
文化協会の設立25周年を記念する芸術祭が、11
月30日、ふれあい文化センターで開かれました。
スプリングホールでの記念式典や文化功労者
表彰の後、「はばたけ！未来のアーティスト－若
き文化の担い手たち－」と題して舞台発表や作
品展示が行われました。
作品展示会場となったギャラリーでは、日ご
ろ、同協会員の指導を受けている春日東中学校
の茶道部員たちが、来場者にお点前を披露しま
した。
同協会は、現在、30団体が加盟し、約1,800
人の会員が地域や小中学校で文化、芸術を引き
継ぐ子どもたちの育成にも力を注いでいます。

（広報レポーター　山脇
やまわき

友子
と も こ

）

春日市文化協会25周年記念祭　中学生がお点前披露

３年間にわたり「地域に自らかかわる子
どもを育てる教育の創造」をテーマに研究
してきた春日西小学校で、11月20日、その
発表会が開かれました。
“自分の地域の良さを知り、愛着や誇り
を持って地域を愛する子どもを育てよう”
というもので、公開授業や全体会、分科会
などを通じてその成果を発表しました。
公開授業では、クラスごとに、このテー
マに沿って研究した教科の学習内容を披露。
子どもたちは、筑紫地区内の先生たちや
保護者たちが大勢見学する中、パネルや壁
新聞などを使って伸び伸びと取り組んでい
ました。

（広報レポーター　手島
て し ま

恵美
え み

）

地域に自ら関わる子どもを育てる　春日西小学校で研究発表会

▲4年生のクラスでは、地域のお年寄りを喜ばせるマジックを発表

▲指導を受けながら、来場者にお点前を披露する茶道部員


